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一丘
いちおか

中学校軟式野球部が第43回大阪中学校軟式優勝野球大会において、決勝戦の対

吹田市立左井寺
さ い で ら

中学校に５－０で快勝、野球王国・大阪（出場・３１９校）を制し、

３年ぶり３回目の優勝を成し遂げました。「苦しい展開の試合もありましたが、何事に

も全力プレーで！を合い言葉に頑張ってきた生徒たちの努力の成果です」と前野秀富
まえのひでとみ

監督も笑顔で大阪大会を振り返ってくれました。

同野球部は、大阪府代表として近畿大会に出場。２回戦和歌山県代表の紀の川
き の か わ

中学

校に０－２で惜敗したもののベスト８のすばらしい成績で凱旋しました。（８月５日）

躾全力プレー躱で大阪の頂点に！



盪
改
定
率
に
つ
い
て

今
回
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
維

持
管
理
に
要
す
る
費
用
や
特
定
の
事
務
に
要

す
る
経
費
を
も
と
に
料
金
改
定
を
行
い
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
急
激
な
負
担
増
を
避

け
る
た
め
、
改
定
率
の
上
限
を
原
則
と
し
て

以
下
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。
※
下
の
現

行
料
金
と
上
限
改
定
率
表
を
参
照

笳
見
直
し
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

一
定
の
期
間
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
、
原
則
と
し
て
４
年
ご
と
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

笘
原
価
（
コ
ス
ト
）
及
び
改
定
額
の
算
定
に

つ
い
て

①
使
用
料

▼
原
価
（
コ
ス
ト
）
算
定
作
業

適
正
な
使
用
料
の
料
金
設
定
に

あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
利
用
等

に
要
す
る
原
価
（
コ
ス
ト
）
を

算
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
使
用

料
の
対
象
と
な
る
コ
ス
ト
を
以

下
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

▽
経
常
的
維
持
管
理
経
費
（
電

気
代
な
ど
の
光
熱
水
費
、
施
設

の
点
検
費
や
維
持
修
繕
費
）

▽
施
設
の
管
理
に
係
る
人
件
費

②
使
用
料
改
定
額
の
算
定
に
つ

い
て算

出
さ
れ
た
コ
ス
ト
を
年
間

使
用
可
能
時
間
等
（
稼
働
率
を

５
０
％
に
設
定
）
で
除
し
、
さ

ら
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
分

類
に
よ
る
受
益
者
負
担
率
を
乗

じ
て
利
用
者
が
負
担
す
べ
き
単

位
あ
た
り
の
使
用
料
の
額
の
算

出
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
算
出

額
が
現
行
の
料
金
を
上
回
る
場

合
、
盪
で
設
定
し
た
上
限
改
定

率
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
改
定

額
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

②
手
数
料

▼
原
価
（
コ
ス
ト
）
算
定
作
業

適
正
な
手
数
料
の
料
金
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

手
数
料
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
要

す
る
原
価
（
コ
ス
ト
）
を
算
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
手
数
料
の
対
象
と
な
る
１
件
あ
た
り

の
コ
ス
ト
を
以
下
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

▽
事
務
処
理
に
要
す
る
人
件
費

▽
申
請
書
用
紙
等
の
作
成
に
係
る
経
費

▽
証
明
書
等
用
紙
作
成
及
び
記
載
に
係
る
経

費▽
そ
の
他
経
常
的
経
費

▼
手
数
料
改
定
額
の
算
定
に
つ
い
て

原
価
（
コ
ス
ト
）
算
定
作
業
で
算
出
し
た

金
額
が
現
行
の
手
数
料
額
を
上
回
る
場
合
、

盪
で
設
定
し
た
上
限
改
定
率
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
改
定
額
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

笙
使
用
料
の
減
免
基
準
の
明
確
化
に
つ
い
て

今
ま
で
は
、
市
が
必
要
と
認
め
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
減
額
ま
た
は
免
除
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
受
益
と
負
担
の
公
平
を
図

る
意
味
か
ら
も
、
よ
り
明
確
な
規
定
を
設
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
減
免
規
定
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

の
も
と
、
既
に
平
成
十
五
年
四
月
一
日
の
利

用
申
請
分
か
ら
次
の
と
お
り
、
見
直
し
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
市
が
主
催
ま
た
は
共
催
す
る
事
業
を
行
う

場
合
は
免
除
と
す
る
。

②
市
の
社
会
教
育
関
係
団
体
ま
た
は
社
会
福

祉
の
た
め
の
事
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
使

用
料
の
５
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

澆
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

は
、
そ
の
つ
ど
市
長
が
定
め
る
額
を
減
免
ま

た
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

笞
今
後
の
あ
り
方
な
ど

受
益
者
負
担
の
適
正
化
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
、
歳
入
を
確
保
す
る
と
い
う
側
面

が
強
調
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
歳
入
の

確
保
だ
け
が
見
直
し
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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第３分類／受益者負担率50％ 第１分類／受益者負担率0％ 

▼老人集会場、総合福祉センター 
▼公民館講座 

▼道路占用、河川占用、公園占用、 
　店舗、駐車場 
▼学校プール（一般開放）、 
　公民館（会議室使用） 
▼青少年の森、 
　学校施設（グラウンド、体育館） 
▼テニスコート、市営プール、 
　市民体育館 
▼文化ホール、 
　総合福祉センター（附属施設） 

▼義務教育施設（学校施設）、道路 
▼公園・図書館 

▼火葬場 
▼市営住宅 
▼幼稚園 
▼留守家庭児童会 

②選択的サービス ①必需的サービス 

行政サービスの性質別分類例 

澆非市場的サービス 

第４分類／受益者負担率100％ 第２分類／受益者負担率50％ 潺市場的サービス 

盧
受
益
者
負
担
の
あ
り
方

市
が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
性
質
別
に
分

類
し
、
施
設
の
維
持
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
か
か
る
原
価
（
コ
ス
ト
）
を
明
確
に
し

た
上
で
、
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
、
つ
ま
り

利
用
者
に
負
担
を
求
め
る
割
合
と
市
税
等
全

体
と
し
て
市
民
に
広
く
負
担
を
お
願
い
す
る

割
合
を
原
則
と
し
て
設
定
し
、
料
金
を
計
算

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

笊
使
用
料

使
用
料
は
、
施
設
の
利
用
及
び
そ
の
施
設

に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
か
ら
必
要

な
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
性
格
に
よ
り
、
公
費
負
担
（
市

が
負
担
）
と
受
益
者
負
担
（
利
用
者
負
担
）

の
割
合
（
受
益
者
負
担
率
）
を
検
討
し
ま
し

た
。

①
市
民
生
活
上
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
（
必
需
的
サ
ー
ビ
ス
）

②
よ
り
快
適
性
を
求
め
る
な
ど
、
個
人
に
よ

っ
て
必
要
性
が
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
（
選
択
的

サ
ー
ビ
ス
）

澆
市
場
原
理
で
は
提
供
さ
れ
に
く
く
、
行
政

が
中
心
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
非
市
場
的

サ
ー
ビ
ス
）

潺
市
場
原
理
に
よ
り
民
間
で
も
提
供
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
（
市
場
的
サ
ー
ビ
ス
）

前
述
の
①
〜
潺
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
別
分
類
例
（
※
次
ペ

ー
ジ
左
上
の
図
参
照
）
の
と
お
り
第
１
分
類

か
ら
第
４
分
類
ま
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
受
益
者
負
担
率
を
設
定
し
、

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

笆
手
数
料

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
（
利
用
者
）

に
、
そ
の
役
務
の
提
供
の
た
め
に
要
す
る
費

用
を
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
受
益
者

負
担
率
は
一
〇
〇
％
を
原
則
と
し
ま
す
。

ま
た
、「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準

に
関
す
る
政
令
」
に
基
づ
く
も
の
は
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
設
定
し
ま
し
た
。

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270
薀85－0707
薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

2

□全力プレーで

大阪の頂点に！　　 …1

□使用料・手数料を

改定します　　　…2～5

□情報ＢＯＸ …6～11  

□information（お知らせ）

…12～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（７月末現在）
人口‥‥‥‥65,581人
男‥‥‥31,997人
女‥‥‥33,584人

世帯数‥‥23,369世帯

10
月
１
日
か
ら
使
用
料
・
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

広
報
せ
ん
な
ん
八
月
号
（
四
五
八
号
）
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
泉
南
市
で
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
使
用

料
・
手
数
料
の
全
庁
的
な
改
定
を
行
い
ま
す
。

使
用
料
は
、
施
設
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
一
部
と
し

て
、
手
数
料
は
、
特
定
の
事
務
に
要
す
る
経
費
の
一
部
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
料
金
の
設

定
に
あ
た
っ
て
は
、「
利
用
す
る
人
」
と
「
利
用
し
な
い
人
」

の
立
場
を
考
慮
し
た
「
市
民
負
担
の
公
平
性
」
を
踏
ま
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
り
、「
受
益
者
負
担
」

が
生
じ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を

お
願
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
に
、
そ
の
適
正
な
料
金
を
設
定

し
て
い
く
た
め
に
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
原
価
（
コ
ス
ト
）」

を
算
出
し
、
算
出
さ
れ
た
原
価
を
参
考
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
「
負
担
す
べ
き
基
準
」
を
統
一
的
に
設
定
し
、
個
々
の
料
金

設
定
を
検
討
す
る
こ
と
で
円
滑
な
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

▼
問
合
せ
＝
行
財
政
改
革
推
進
室（
内
線
三
〇
三
）

使
用
料
・
手
数
料
改
定
の
経
過
‥



5

下水道の使用料が改定されます
10月１日から下水道の使用料が改定されます。泉南市では、平成５年の供用開始以降、現在まで使用料を据

え置いてきましたが、今回、下水道財政の健全化を図るため、約２０％の改定を行うこととしました。また、

同時に消費税、地方消費税を使用者の方々にご負担いただくことになりました。

下水道使用料は、各ご家庭から出る汚水を浄化するための処理場の運転費用や管渠の清掃修繕等の維持管理

費用に充てられていますが、今後もより一層のコスト削減に努めてまいりますので、市民の皆さまのご理解と

ご協力をお願いします。 ▼問合せ＝下水道課（内線５３０）

新下水道使用料早見表 

水量（裙） 

0～6 378

472
567
661
756
850
945
1,039
1,134
1,228
1,323
1,417
1,512
1,606
1,701
1,814
1,927
2,041
2,154
2,268

3,893
4,025
4,158
4,290
4,422
4,554
4,687
4,819
4,951
5,084
5,216
5,348
5,481

2,381
2,494
2,608
2,721
2,835
2,967
3,099
3,231
3,364
3,496
3,628
3,761

7,446
7,597
7,749
7,900
8,051
8,202
8,353
8,505
8,656
8,807
8,958
9,109
9,261

5,632
5,783
5,934
6,085
6,237
6,388
6,539
6,690
6,841
6,993
7,144
7,295

11,226
11,377
11,529
11,680
11,831
11,982
12,133
12,285
12,436
12,587
12,738
12,889
13,041

9,412
9,563
9,714
9,865
10,017
10,168
10,319
10,470
10,621
10,773
10,924
11,075

147,861
159,201
170,541
181,881
193,221
204,561
455,511
706,461

60,921
71,001
81,081
91,161

21,861
30,681
40,761
50,841

102,501
113,841
125,181
136,521

7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

35
34
33
32
31
30
29
28
27
26

36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

60
59
58
57
56
55
54
53
52
51

61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75

600
550
500
450
400
350
300
250
200
150

650
700
750
800
850
900
950
1000
2000
3000

85
84
83
82
81
80
79
78
77
76

86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100

水量（裙） 　下水道使用料 
（円／税込み） 

　下水道使用料 
（円／税込み） 水量（裙） 

　下水道使用料 
（円／税込み） 水量（裙） 

　下水道使用料 
（円／税込み） 水量（裙） 

　下水道使用料 
（円／税込み） 

下水道使用料の現行と改定後の比較表 

※上記金額には、消費税・地方消費税は含みません。この表で求めた金額に５％を加算してください。（１円未満切り捨て） 

計算例：１か月２５裙使用した場合　　　 
　３６０円　＋（２０裙－６裙）×　９０円　＋（２５裙－２０裙）×　１０８円　＝　２,１６０円 
 
　消費税を加えると、２,１６０円　×　１０５／１００　＝　２,２６８円になります 

基本料金 超過単価 超過単価 超過水量 超過水量 

300円 360円 

　7裙　　　～　　20裙 

１裙につき 

　21裙　　　～　　30裙 
　31裙　　　～　　50裙 
　51裙　　　～　　100裙 
101裙　　　～　　200裙 
201裙　　　～　　500裙 
501裙　　　～　　1000裙 
1001裙　　　～ 

　６裙 
までの 
　分 

75円 

18円 

90円 
105円 
120円 
140円 
160円 
180円 
200円 

90円 

21円 

108円 
126円 
144円 
168円 
192円 
216円 
239円 

4

施
設
や
特
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
と
利
用
し
な
い
人
が
存
在
す
る
中
で
、

施
設
の
利
用
な
ど
で
利
益
を
受
け
る
人
が
い

れ
ば
、
そ
の
利
益
に
見
合
う
だ
け
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
、
市
民
間
の
不
公
平
を

な
く
し
、
ひ
い
て
は
そ
の
歳
入
を
使
っ
て
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
わ
け
で
す
。
財
政
危
機
を
料
金
改
定
の

第
一
議
的
な
目
的
に
す
れ
ば
、
歳
入
を
確
保

す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、

仮
に
財
政
的
に
余
裕
が
で
き
れ
ば
、
逆
に
値

下
げ
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
使
用
料
や
手
数
料
の

見
直
し
は
、
こ
う
し
た
財
政
状
況
に
振
り
回

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
間
の
公
平
の
確

保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の

向
上
を
主
な
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
使
用
料
・
手
数
料
は
市
民

生
活
の
全
般
に
渡
り
、
深
く
関
わ
っ
て
い
る

も
の
が
多
く
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
定
期
的
な
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、
効
率
的
な
施
設

の
管
理
運
営
や
事
務
の
効
率
化
等
、
コ
ス
ト

削
減
の
努
力
を
続
け
な
が
ら
、
一
層
の
適
正

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笵
主
な
改
定
使
用
料
・
手
数
料

盧
使
用
料
関
係
（
改
定
後
）

笊
双
子
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
二
時
間
一
二
〇

〇
円
笆
学
校
プ
ー
ル
▼
小
人
一
〇
〇
円
▼
大

人
二
〇
〇
円
笳
樽
井
公
民
館
（
午
後
の
料
金
）

▼
多
目
的
ホ
ー
ル
三
九
〇
〇
円
▼
会
議
室
兼

控
室
七
〇
〇
円
▼
大
会
議
室
二
一
〇
〇
円
▼

和
室
Ａ
・
Ｂ
四
〇
〇
円
▼
料
理
室
二
八
〇
〇

円
▼
中
会
議
室
一
一
〇
〇
円
▼
小
会
議
室

Ａ
・
Ｂ
七
〇
〇
円
▼
実
習
室
七
〇
〇
円
笘
信

達
公
民
館
（
午
後
の
料
金
）
▼
多
目
的
ホ
ー

ル
一
七
〇
〇
円
▼
和
室
三
〇
〇
円
▼
講
座
室

盧
三
〇
〇
円
▼
講
座
室
盪
四
〇
〇
円
▼
講
座

室
蘯
盻
三
〇
〇
円
笙
新
家
公
民
館
（
午
後
の

料
金
）
▼
多
目
的
ホ
ー
ル
一
〇
〇
〇
円
▼
小

会
議
室
三
〇
〇
円
▼
和
室
Ａ
五
〇
〇
円
▼
和

室
Ｂ
三
〇
〇
円
笞
西
信
達
公
民
館
（
午
後
の

料
金
）
▼
多
目
的
ホ
ー
ル
一
〇
〇
〇
円
▼
料

理
室
六
〇
〇
円
▼
和
室
Ａ
・
Ｂ
三
〇
〇
円
▼

小
会
議
室
Ａ
・
Ｂ
三
〇
〇
円
笵
青
少
年
の
森

▼
一
般
宿
泊
二
〇
〇
円
▼
青
少
年
宿
泊
一
〇

〇
円
笨
学
校
施
設
▼
地
域
の
青
少
年
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
の
使
用
は
無
料
笶
市
営
プ
ー
ル
▼
小

人
一
〇
〇
円
▼
大
人
二
〇
〇
円
筐
市
民
体
育

館
（
二
時
間
に
つ
き
）
▼
競
技
場
蠢
全
面
四

五
〇
〇
円
▼
競
技
場
蠡
一
九
〇
〇
円
▼
会
議

室
蠢
・
蠡
三
〇
〇
円
▼
和
室
会
議
室
三
〇
〇

円
▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
一
九
〇
〇
円
▼
多
目

的
室
一
〇
〇
〇
円
筺
市
民
球
場
サ
ザ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
（
二
時
間
に
つ
き
）
六
五
〇
〇
円
笄

文
化
ホ
ー
ル
（
午
後
の
料
金
）
▼
ホ
ー
ル
一

九
二
〇
〇
円
▼
リ
ハ
ー
サ
ル
室
蠢
一
六
〇
〇

円
▼
リ
ハ
ー
サ
ル
室
蠡
八
〇
〇
円
▼
楽
屋
八

〇
〇
円
▼
展
示
室
三
二
〇
〇
円
筍
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
あ
い
ぴ
あ
泉
南
附
属
施
設
（
午

後
の
料
金
）
▼
大
会
議
室
七
八
〇
〇
円
▼
会

議
室
１
・
２
二
八
〇
〇
円
▼
研
修
室
１
三
六

〇
〇
円
▼
研
修
室
２
二
八
〇
〇
円
▼
和
室
三

六
〇
〇
円
▼
浴
室
高
齢
者
一
回
一
〇
〇
円
笋

り
ん
く
う
南
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
二
時
間
一

二
〇
〇
円
筌
都
市
公
園
▼
一
日
三
八
〇
〇
円

※
午
後
の
料
金
と
は
、
午
後
一
時
〜
午
後
五

時
の
料
金
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
午
前
の
料

金
、
夜
間
の
料
金
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
主

旨
に
基
づ
き
、
改
定
を
行
い
ま
す
。

盪
手
数
料
関
係
（
改
定
後
）

笊
租
税
公
課
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
／
一

件
三
〇
〇
円
笆
土
地
建
物
そ
の
他
物
件
に
関

す
る
証
明
書
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇
円
笳
営

業
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇

円
笘
不
在
又
は
不
登
録
に
関
す
る
証
明
書
の

交
付
／
一
件
三
〇
〇
円
笙
印
鑑
登
録
証
の
交

付
／
一
件
三
〇
〇
円
笞
印
鑑
登
録
証
の
再
交

付
／
一
件
三
〇
〇
円
笵
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
／
一
件
三
〇
〇
円
笨
認
可
地
縁
団
体
の

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇
円

笶
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
／

一
件
三
〇
〇
円
筐
住
民
票
又
は
戸
籍
の
附
票

の
写
し
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇
円
筺
住
民
票

又
は
戸
籍
の
附
票
の
記
載
事
項
に
関
す
る
証

明
／
一
件
三
〇
〇
円
笄
私
的
年
金
の
支
給
に

係
る
証
明
／
一
件
二
〇
〇
円
筍
埋
葬
又
は
火

葬
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇

円
笋
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
及
び
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付
／
一
件

三
〇
〇
円
筌
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
証
の

交
付
／
一
件
五
〇
〇
〇
円
筅
一
般
廃
棄
物
処

理
業
許
可
証
の
再
交
付
／
一
件
一
〇
〇
〇
円

筵
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
証
の
交
付
／
一

件
五
〇
〇
〇
円
筥
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
許
可

証
の
再
交
付
／
一
件
一
〇
〇
〇
円
筴
道
路
敷
、

水
路
敷
そ
の
他
市
有
地
と
民
有
地
と
の
境
界

明
示
及
び
都
市
計
画
施
設
明
示
／
一
件
一
四

〇
〇
円
筧
公
簿
、
公
文
書
又
は
図
面
の
閲
覧
、

謄
本
抄
本
交
付
／
一
件
三
〇
〇
円
筰
そ
の
他

の
証
明
又
は
証
明
書
の
交
付
／
一
件
三
〇
〇

円
筱
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
手
数
料

▼
し
尿
汲
取
り
／
一
人
に
つ
き
三
三
〇
円
▼

犬
・
ね
こ
等
動
物
の
死
体
／
一
匹
に
つ
き
一

六
〇
〇
円

▼双子川テニスコート、市営プール、市民
体育館、市民球場の各使用料＝市民体育館
（薀祗１０００）
▼学校プール使用料＝教育総務課（薀祟０
００１・内線265）
▼公民館使用料＝樽井公民館（薀祟４３６
１）
▼青少年の森、学校施設の各使用料＝生涯
学習課（薀祟０００１・内線252／247）
▼文化ホール使用料＝文化ホール（薀祗７
７６７）
▼総合福祉センター附属施設使用料＝総合
福祉センター管理課（薀祕０７０７）
▼りんくう南浜２号緑地テニスコート、公
園の各使用料＝施設管理課（薀祟０００
１・内線581）
▼一般廃棄物の処理に関する手数料＝環境
整備課（薀祟０００１・内線３５８）
▼使用料・手数料の見直しに関する経過な
ど＝行財政改革推進室（薀祟０００１・内
線303）

詳細はお問い合わせください



み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
や
頭
を
使
っ

て
体
操
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
十
二
日
貊
午
後
一
時
半

〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

方
▼
講
師
＝
田
中
弘
子

た
な
か
ひ
ろ
こ

さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
て
、
健

康
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
三
日
豢
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講
義
・
実
習

▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上

靴
▼
申
込
み
＝
九
月
十
四
日
豸
〜
九
月

二
十
一
日
豸
の
各
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は
休
館
）

に
、
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
用
紙
へ

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
一
枚

（
三
詢
×
二
・
五
詢
）
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
許
可

証
を
お
持
ち
の
方
で
許
可
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
（
有
効
期
限
が
六
か

月
以
上
経
過
す
る
と
更
新
で
き
ま
せ

ん
）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

泉
南
市
総
合
体
育
大
会
の
参
加
者
・

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

笊
テ
ニ
ス
▼
と
き
＝
九
月
二
十
一
日
豸

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
、
九
月
二
十
八
日
豸

（
ダ
ブ
ル
ス
）
▼
申
込
み
＝
九
月
十
三

日
貍
ま
で
に
大
会
事
務
局
（
薀
祟
４
６

５
３
）
笆
軟
式
野
球
▼
と
き
＝
十
月
十

九
日
豸
〜
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
八
日

豸
ま
で
に
大
会
事
務
局
（
薀
祟
４
６
５

３
）
笳
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
と
き
＝

十
月
十
四
日
貂
▼
申
込
み
＝
九
月
十
九

日
貊
ま
で
に
大
会
事
務
局
（
薀
祗
３
３

９
１
）
笘
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
と
き
＝
十

一
月
十
六
日
豸
▼
申
込
み
＝
十
一
月
九

日
豸
ま
で
に
大
会
事
務
局
（
薀
祟
６
２

５
６
）
笙
剣
道
▼
と
き
＝
九
月
十
四
日

豸
▼
申
込
み
＝
九
月
七
日
豸
ま
で
に
大

会
事
務
局
（
薀
祟
９
６
８
０
）
笞
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
▼
と
き
＝
九
月
二
十
一
日
豸

▼
申
込
み
＝
九
月
十
三
日
貍
ま
で
に
大

会
事
務
局
（
薀
祟
３
２
０
９
）
笵
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
▼
と
き
＝
九
月
中
旬
▼
申
込

み
＝
九
月
七
日
豸
ま
で
に
大
会
事
務
局

（
薀
祗
６
７
０
７
）
▼
問
合
せ
＝
市
民

体
育
館

▼
と
き
＝
笊
九
月
二
十
日
貍
午
前
十
時

〜
十
時
四
十
分
笆
十
月
一
日
貉
午
後
四

時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
笊
日
本
舞
踊
笆
茶
道
（
信
達
）

笳
茶
道
（
樽
井
）
笘
琴
笙
尺
八
▼
と

き
＝
十
月
〜
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
の

毎
週
土
曜
日
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
笊
笆
信
達
公
民
館
笳
樽
井
公
民
館

笘
笙
文
化
ホ
ー
ル
他
▼
対
象
・
定
員
＝

笊
小
学
一
〜
中
学
三
年
生
で
一
〇
人
笆

笳
小
学
三
〜
中
学
三
年
生
で
一
〇
人
笘

笙
小
学
三
〜
中
学
三
年
生
で
二
〇
人
※

多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
参
加
費
＝
笊
笘

笙
は
無
料
笆
笳
は
ふ
く
さ
代
三
五
〇
〇

円
、
お
菓
子
・
茶
代
一
回
に
つ
き
三
〇

〇
円
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
、
希
望

教
室
の
番
号
（
笊
〜
笙
）。
返
信
用
に

ご
自
分
の
宛
名
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後
六

時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
対

象
＝
市
内
の
中
学
二
年
生
▼
定
員
＝
各

科
目
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇
〇
八
円

（
教
材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九

月
二
十
日
貍
ま
で
に
、
お
電
話
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー

7

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操

教
室
で
ス
ト
レ
ス
解
消
！

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

泉
南
市
総
合
体
育
大
会

を
開
催
し
ま
す

今年も各地区の伝統芸能を継承した自慢のやぐら17

台が泉南市役所に大集合します。よりパワーアップし

た「泉南市祭礼パレード」をご覧ください。

▼と　き＝１０月５日豸午後１時～４時（予定）

▼ところ＝あいぴあ泉南周辺道路～市役所周辺道路

▼参加予定やぐら（パレード入場順）＝笊幡代
はたしろ

笆

戎福中講
えびすふくなかこう

笳獅子講
し し こ う

笘宮元講
みやもとこう

笙男里北組
おのさときたぐみ

笞男里南組
おのさとみなみぐみ

笵

牧野
まき の

笨大苗代
お の し ろ

笶鳴滝
なるたき

筐岡田弐
お か だ に

筺陸宮本
くがみやもと

笄北野
きた の

筍岡田壱
おかだいち

笋市場
いちば

筌馬場
ば ば

筅濱中講
はまなかこう

筵岡中
おかなか

（合計１７台）

▼その他＝車でのご来場はご遠慮ください。また、パ

レード開催場所周辺での路上駐車はやぐら曳行の妨げ

となりますのでご遠慮ください。ご観覧の際は事故防

止のため、現場警察官、祭礼自主警備役員の指示に従

ってください。

▼交通規制にご協力ください＝パレード当日、あいぴ

あ泉南及び市役所周辺道路は一部交通規制を行います

のでご理解・ご協力をお願いします。

▼問合せ＝総務課（内線２６８）

蘆
市
民
体
育
館 

国道26号 

堺阪南線 

★ 

★ 

泉南中蘆 

君ヶ池 

本田池 蝸 
※樽井北 

※
泉
南
市
 

　
　
役
所
南
 

伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

▼
と
き
＝
九
月
三
日
貉
〜
九
月
二
十
七

日
貍
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜

七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時
▽

土
曜
日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半

（
※
九
月
二
十
日
貍
は
な
し
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
上
靴
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
使
用
す
る
日
に
青

少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜
三

時
▼
と
こ
ろ
＝
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
ー
オ
ー

ク
ワ
泉
南
店
一
階
イ
ベ
ン
ト
広
場
▼
内

容
＝
心
肺
蘇
生
法
の
展

示
・
実
技
体
験
、
は
し

ご
車
の
展
示
、
女
性
消

防
団
に
よ
る
紙
芝
居
他

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部

（
薀
祕
０
１
１
９
）

▼
と
き
＝
九
月
六
日
貍
〜
九
月
二
十
七

日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
高
齢
者

の
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加
す
る
日

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
七
日
豸
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

内
容
＝
健
康
に
関
す
る
相
談
・
測
定
コ

ー
ナ
ー
、
子
ど
も
向
け
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

他
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
測
定

等
で
受
付
を
制
限
す
る
場
合
あ
り
▼
問

合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
）

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
午
後

一
時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
三
年

生
〜
中
学
三
年
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
一
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
十
一
日
貅
ま

で
に
、
お
電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
十
三
日
貍
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観
察
ス

ポ
ッ
ト
▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
▼
募
集
人
員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放

を
実
施
し
ま
す
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
・
九
月
九
日
貂
（
薀
祟
４

６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・
九
月
九
日

貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
・

九
月
十
六
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘

鳴
滝
第
一
保
育
所
・
九
月
十
六
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
・
九
月
十
日
貉
、
九
月
二
十
四
日

貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
▼
開
放
時
間
＝

笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝

児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
九
月
十
三
日

貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後

二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に

お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子

木
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳

か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

6

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す

救
急
フ
ェ
ア
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

ＡＢＣ委員会市民の文化推

進チームでは、観月コンサー

トを開催します。

▼と　き＝９月13日貍午後７
時～８時半

▼ところ＝史跡海会寺跡広場
か い え じ あ と ひ ろ ば

（信達大苗代一岡
いちおか

神社

境内）

※小雨の場合は、古代

史博物館２階の講堂で

開催します

▼内　容＝▽文化協会
による詩吟、琴▽マン

ドリンアンサンブルは

るかの「荒城の月」ほ

か▽うえの和弘さんの

オカリナ演奏「コンドルは飛

んでいく」ほか

▼入場料＝無料
▼申込み＝事前申込みは不要
▼問合せ＝生涯学習課（内線
２４７）

▲仲秋の名月を観賞しながら‥



点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
四
日
貉
〜
十
二
月

十
七
日
貉
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時

〜
九
時
（
全
十
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
点
字
法
の
理
論

と
点
字
の
実
技
▼
対
象
＝
泉
南
市
在

住
・
在
勤
の
方
▼
定
員
＝
一
五
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
お
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０
７
／
蕭

祕
０
９
０
９
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
だ
ま
り

の
出
前
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
二
十
六
日
貊
笆
十
月

十
五
日
貉
の
午
前
十
時
〜
十
一
時
▼
と

こ
ろ
＝
笊
牧
野
公
園
（
信
達
幼
稚
園
前
）

笆
り
ん
く
う
南
浜
公
園
（
岡
田
浦
漁
港

近
く
）
▼
内
容
＝
紙
芝
居
、
手
遊
び
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
親
子
で
の
遊
び

等
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
ひ
だ
ま
り
（
薀
祚
３
３
７
１
）

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
で
き
る
作

品
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
八
日
貉
〜
十
一
月
十
二

日
貉
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
一
時
半
〜

三
時
（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
方
ま
た
は
十
八
歳
以
上
で
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
▼
定
員
＝
一
五

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
四
日

貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
六

十
歳
未
満
の
方
は
障
害
者
手
帳
の
有
無

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
一
の
八
の
四
七
・
あ
い
ぴ

あ
泉
南
く
る
み
絵
教
室
係
へ
▼
問
合

せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０

７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流
推

進
チ
ー
ム
で
は
中
国
料
理
の
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
六
日
貊
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
講
師
＝
林
陽
子

は
や
し
よ
う
こ
さ
ん
▼
定
員
＝
二

〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇

円
▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
▼
申
込
み
＝
電
話
で
九
月
八
日

豺
〜
九
月
十
八
日
貅
（
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
十
五
分
）
に
政
策
推
進
課
へ
▼

問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
二

億
円
（
一
等
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
は
二

〇
本
、
前
後
賞
各
二
五
〇
〇
万
円
）
※

発
売
額
三
〇
〇
億
円
で
一
〇
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合
▼
発
売
期
間
＝
九
月
二
十
五
日

貅
〜
十
月
十
日
貊
▼
そ
の
他
＝
宝
く
じ

は
大
阪
府
内
の
宝
く
じ
売
場
で
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
府

市
町
村
振
興
協
会
（
薀
０
６
・
６
９
２

０
・
４
５
６
６
）

手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
く

方
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

▼
と
き
＝
十
月
八
日
貉
〜
平
成
十
六
年

三
月
二
十
四
日
貉
の
毎
週
水
曜
日
、
午

後
七
時
〜
九
時
（
全
二
十
二
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
手
話

の
基
本
文
法
を
中
心
に
会
話
の
基
礎
学

習
▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
初
級

手
話
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
方
（
手
話

で
自
己
紹
介
等
が
で
き
る
方
）
▼
参
加

費
＝
一
一
五
五
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼

定
員
＝
三
〇
人
▼
申
込
み
＝
九
月
十
八

日
貅
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
お
電
話
で

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
電
話
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）
を
高
齢

障
害
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
九
）

9

高
齢
者
・
障
害
者
の

や
さ
し
い
く
る
み
絵
教
室

手
話
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

泉南市生涯学習まちづくり実
行委員会では、世界に拓く自然
と歴史街道のまち泉南の創造を
テーマに、第１回泉南軛楽軋会
を開催します。
▼とき・内容＝10月４日貍▽午
前９時半～11時45分・まちづく
り子どもサミット他▽午後１時
～２時半・インタビューダイア
ローグ▽２時45分～４時45分・
第一分科会「文化・歴史」・第
二分科会「交流」・第三分科会
「自然・環境」▽４時半～５時
15分・全体会
▼ところ＝あいぴあ泉南
▼入場料＝無料
▼申込み＝９月16日貂（必着）
までに、生涯学習課または市内
各公民館に備え付けの申込用紙
に必要事項を記入の上お申し込
みいただくか、ファクスで生涯
学習課（蕭祟７３０６）へ
▼その他＝和太鼓の演奏やアン
サンブルＢＵＮＳによるコンサ
ートもあります
▼問合せ＝生涯学習課（内線
247）

▼と　き＝10月25日貍午後

１時30分開場、２時開演

▼ところ＝文化ホール（全

席自由）

▼出演者＝菅原洋一
すがわらよういち

さん

▼入場料＝▽一般／前売り

2,500円（当日3,000円）▽割

引／前売り2,000円（当日

2,500円）

※割引対象は高校生以下、

60歳以上、障害者の方及び

その介護者の方

▼チケットの販売＝現在、

文化ホールにて好評発売中

（販売時間は午前10時～午後

５時で月曜、祝日は除く）

▼問合せ＝文化ホール（薀

祗７７６７）

点
字
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

公
園
で
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
発
売
さ
れ
ま
す

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

8

文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
二
〇
周
年
を
記

念
し
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
貍
午
後
一
時
半

開
場
、
二
時
上
映
開
始
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）
▼
上
映
映

画
＝
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
（
98
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
グ

ラ
ン
プ
リ
賞
受
賞
作
品
）
▼
入
場
料
＝

無
料
（
入
場
整
理
券
は
不
要
）
▼
問
合

せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
貍
午
前
十
時
四

十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
朗
読
の
基

礎
か
ら
▼
講
師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ
さ
ん
（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
朗
読
講
師
）
▼
対
象
＝

十
八
歳
以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本
な

ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二

〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め
た
手
作

り
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貊
〜
十
一
月

十
六
日
豸
の
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
▼
募
集
部

門
＝
絵
画
、
生
花
、
陶
芸
（
応
募
作
品

は
一
人
一
部
門
に
つ
き
二
点
ま
で
で
、

自
作
に
限
る
）
▼
申
込
み
＝
九
月
十
七

日
貉
〜
十
月
十
二
日
豸
※
時
間
は
午
前

九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
日
は
除
く
）

に
文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
（
図
書
館
二
階
）

へ
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

樽
井
公
民
館
の
尺
八
ク
ラ
ブ
生
に
よ

る
発
表
会
で
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
貍
午
後
一
時
半

〜
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝

尺
八
、
琴
、
三
絃
合
奏
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
不
要
▼
問

合
せ
＝
樽
井
公
民
館

▼
と
き
＝
九
月
二
十
二
日
豺
午
後
六
時

〜
▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
市
立
サ
ラ
ダ
ホ
ー

ル
・
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
劇
団
仲
間
の

「
モ
モ
と
時
間
ど
ろ
ぼ
う
」。
エ
ン
デ
の

名
作
「
モ
モ
」
の
大
き
な
舞
台
劇
▼
参

加
費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇
〇
円
※

四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南
お

や
こ
劇
場
事
務
局
（
薀
祟
２
９
０
９
）

▼
と
き
＝
九
月
二
十
五
日
貅
〜
十
二
月

十
一
日
貅
の
第
二
、
四
木
曜
日
、
午
後

一
時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
老
人

集
会
場
▼
内
容
＝
体
力
・
骨
密
度
測

定
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
・
ゲ
ー

ム
、
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
に
つ
い
て

の
お
話
、
転
倒
を
予
防
す
る
住
環
境
改

善
の
お
話
▼
対
象
＝
六
十
歳
以
上
で
全

日
程
に
参
加
で
き
る
方
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ

の
他
＝
動
き
や
す
く
裸
足
に
な
り
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
九
月
十
日
貉
以
降
に
、

お
電
話
で
、
な
で
し
こ
り
ん
く
う
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
薀
祀
５
６
０
１
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
二
十
日
豺
笆
十
月
二

十
二
日
貉
笳
十
月
二
十
四
日
貊
笘
十
月

二
十
七
日
豺
笙
十
月
二
十
九
日
貉
笞
十

月
三
十
一
日
貊
（
全
六
回
）
※
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在

住
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
視
覚
、
聴
覚
障
害
者
の
方
は
除
く
▼

定
員
＝
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
三

十
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

障
害
の
名
称
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
一
の
八
の

四
七
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・
身
体
障
害
者

パ
ソ
コ
ン
教
室
係
へ
▼
問
合
せ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０
７
／
蕭
祕
０

９
０
９
）

▼
と
き
＝
十
月
九
日
貅
〜
平
成
十
六
年

三
月
の
第
二
、
四
木
曜
日
、
午
後
一
時

半
〜
三
時
（
全
十
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
方
、
十
八
歳
以
上
で
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
※
平
成
十
四

年
度
に
受
講
さ
れ
た
方
は
除
く
▼
定

員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
二

十
四
日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
六
十
歳
未
満
の
方
は
障
害
者
手
帳

の
有
無
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
一
の
八
の
四
七
・

あ
い
ぴ
あ
泉
南
英
会
話
教
室
係
へ
▼
問

合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０

７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）

高
齢
者
・
障
害
者
の

や
さ
し
い
英
会
話
教
室

邦
楽
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
十
一
回
例
会

転
倒
骨
折
予
防
教
室

転
ば
ぬ
先
の
元
気
教
室

文
化
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
会

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

泉州地域を見直し、愛着を深めてもら
おうと岸和田市から岬町までの教育委員
会が連携し、泉州ふるさと再発見をテー
マに広域生涯学習講座を開催します。
▼とき・テーマ・ところ＝次の表のとお
り▼対象＝全７回すべてに参加できる方
▼参加費＝保険代300円と交通費等の実
費▼定員＝40人（多数の場合は抽選）▼
申込み＝９月19日貊（消印有効）までに、
往復ハガキ（１枚につき１人）に住所、
氏名、年齢、電話番号。返信用ハガキに
ご自分の宛名を明記の上、〒590－0495
熊取町野田１の１の１・熊取町教育委員
会生涯学習推進課「広域講座」係（薀硴
１００１）
▼問合せ＝生涯学習課（内線２４７）

身
体
障
害
者
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

盧10月4日貍 
　14:00～16:00

盪10月10日貊 
　14:00～16:00

蘯10月24日貊 
　13:00～16:00

眈10月30日貅 
　13:30～16:00

盻10月26日豸 
　11:00～ 

眇11月15日貍 
　13:00～ 

眄11月18日貂 
　13:30～16:00



平
成
十
六
年
成
人
記
念
祭
の
企
画
・

運
営
に
参
加
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
成
人
記
念
祭
開
催
日
＝
平
成
十
六
年

一
月
十
二
日
豢
▼
対
象
＝
昭
和
五
十
八

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
成
人
の
方
▼

申
込
み
＝
新
成
人
の
方
で
、
実
行
委
員

会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
生
涯

学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

今
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
取
り

組
む
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教

育
を
み
ん
な
で
考
え
る
会
で
は
、
第
三

回
た
る
っ
こ
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
午
前
十
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
小
学
校
運
動

場
、
体
育
館
▼
内
容
＝
紙
芝
居
、
け
ん

玉
・
お
手
玉
遊
び
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
他

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▼
た
る
っ
こ
メ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
＝

た
る
っ
こ
広
場
の
事
前
ポ
ス
タ
ー
貼
り

や
当
日
の
会
場
巡
視
、
受
付
等
で
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
お
電
話
で
教
育
を
み
ん
な
で
考

え
る
会
事
務
局
（
薀
祚
３
８
９
４
）
へ

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
二
九
六
）

障
害
者
と
健
常
者
が
楽
し
く
ふ
れ
あ

う
運
動
会
で
す
。
障
害
者
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
当
日
競
技
に
参
加
し
、
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
小
学
高
学
年
〜
高
校
生
）
や
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
五
日
貍
午
前
十
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館

▼
申
込
み
＝
九
月
十
六
日
貂
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）、
電

話
番
号
、
障
害
者
の
方
は
障
害
の
内
容

と
当
日
介
護
の
必
要
の
有
無
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
六
の
二
二
の
三
・
樽
井
区
民
セ
ン
タ

ー
三
階
・
譖
泉
南
青
年
会
議
所
Ｆ
Ｕ

Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く
係
（
蕭
祟
０
７
１

５
／
薀
祟
５
９
２
５
／e-m

ail
:
sen

nan.jc@
anet.ne.jp

）
へ
▼
そ
の
他
＝

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
九
月
下

旬
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
▼
問
合
せ
＝
譖
泉
南
青
年
会
議
所

（
薀
祟
５
９
２
５
）

笊
防
衛
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を

有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
か

ら
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
修

学
年
限
は
四
年
で
卒
業
後
一
年
で
幹
部

に
任
官
笆
防
衛
医
科
大
学
校
▼
資
格
＝

日
本
国
籍
を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
か
ら
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼

そ
の
他
＝
修
学
年
限
は
六
年
で
医
師
免

許
取
得
後
幹
部
に
任
官
笳
看
護
学
生
▼

資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
高
校
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
か
ら
二
十
四
歳
未
満

の
方
▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限
三
年
で
看

護
士
免
許
取
得
後
に
曹
に
任
官
▼
笊
笆

笳
申
込
み
受
付
期
間
＝
九
月
十
二
日
貊

〜
十
月
十
日
貊
▼
笊
笆
笳
問
合
せ
＝
泉

佐
野
募
集
案
内
所
（
薀
磋
６
９
６
３
）

11

成
人
記
念
祭
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

FU
N

・fun

ピ
ッ
ク

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

た
る
っ
こ
広
場
を

開
催
し
ま
す

あれやこれやの１週間。スタン
プラリーで豪華賞品が当たる！バ
トルでゲットだ「ステキな賞品」。
盧市内一斉スタンプラリーキャン
ペーン（10月25日貍～11月2日
豸）＝スタンプ台紙を持って、商
工祭のチラシを貼っているお店や
会社を訪ねると
スタンプを押し
てくれます。泉
南一周環で再発
見の１週間に！スタンプを集める
と豪華賞品の当たる抽選券になり
ます。11月2日豸にスタンプ台紙
を持って文化ホールに大集合！※
スタンプ台紙は10月25日貍に新聞
折り込みします。
盪子供向け映画を上映（11月1日
貍・文化ホール）＝詳細は10月25

日貍の新聞折込みのチラシをご覧
ください。
蘯泉南市商工祭（11月2日豸・文化
ホール）＝えんやこらバトル、え
んやこら市、えんやこらＯＮステ
ージ、子どもの絵画展、スタンプ
ラリー抽選会など、内容いっぱ

い！当日は無料配布もあります！
何がもらえるかは当日のお楽しみ
‥。
盻募集しています
泉南市商工祭（11月2日豸・文

化ホール）では、次の笊～笳を募
集しています。
笊市内商工業者コーナーへの出展

者＝飲食、物販、展示等で、申込
み締切りは9月30日貂です。
笆えんやこらバトル参加者＝11月
2日豸に本部テント前にて参加受付
をします。参加費は無料。子ども
から大人まで気軽に参加できる競
技です。

笳えんやこらＯ
Ｎステージ出演
チーム＝日頃の
練習の成果を発

表するチャンス。合唱、ダンス等
の発表会です。申込みの締切は9月
30日貂です。
※笊～笳について、応募多数の場
合は抽選します
▼笊～笳参加申込み・問合せ＝泉
南市商工会青年部商工祭実行委員
会（薀祟６３６５）

育児中の今だからこそ学びたい。そん
な気持ちを形にしました。あなた自身を
見つけにきませんか。
▼とき＝笊10月31日貊笆11月5日貉笳
11月中旬笘11月21日貊笙11月28日貊
笞12月4日貅笵12月12日貊※時間は午
前10時～正午。但し、笳は午前9時～午
後4時▼テーマ・講師＝笊24時間お菓子
な生活・赤井綾美さん（府立看護大学歯
科衛生学科）笆「ややこしや」の子ども
を知ろう・岩木陽子さん（アトム共同保
育園）笳レッツ・ゴー！お菓子工場笘キ
レない子どもを育てるために・津村薫さ
ん（女性ライフサイクル研究所）笙くら
しに役立つ会話のコツのコツ・津村薫さ
ん笞私のためのストレスマネジメント・
津村薫さん笵手と手をつなごう、育児の
わっ！▼ところ＝樽井公民館▼対象＝就
学前の子どもの保護者▼定員＝20人
（多数の場合は抽選）▼参加費＝無料。
但し、笳の交通費等は自己負担▼その
他＝▽笳以外は1回単位でも受講できま
す▽1歳未満の子どもは入室できます
が、1歳以上の子どもは入室できません
▼一時保育＝対象は連続受講者のみで、
1歳以上で就学前の子ども15人（多数の
場合は抽選）。費用は保険代として500
円が必要。一時保育を希望される方は、
10月10日貊（必着）までに、往復ハガ
キまたはeメールに住所、親子の氏名
（ふりがな）、親子の生年月日、電話番号、
子どもの性別を明記の上、〒590－
0521泉南市樽井6の11の16・樽井公民
館（e-mai l  :  tarui-k@city.sennan.
osaka.jp）▼申込み・問合せ＝連続受講
及び1回単位の受講を希望する方は10月
10日貊までに、お電話またはeメールで
樽井公民館（薀祟４３６１／e-mai l  :
tarui-k@city.sennan.osaka.jp）
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外
国
人
の
先
生
か
ら
言
葉
や
外
国
の

様
子
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
四
日
貍
〜
十
二
月
十
三

日
貍
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
一
時
〜
二

時
半
（
全
一
〇
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四

年
〜
六
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
日
貍
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ

参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座
（
信
達
・
西

信
達
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

笊
信
達
公
民
館
▼
と
き
＝
十
月
〜
十
二

月
の
月
二
回
で
木
曜
日
（
全
六
回
）
※

説
明
会
は
十
月
九
日
貅
午
前
十
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
笆
西
信
達
公
民

館
▼
と
き
＝
十
月
〜
十
二
月
の
月
二
回

で
木
曜
日
（
全
六
回
）
※
説
明
会
は
十

月
九
日
貅
午
後
二
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
西

信
達
公
民
館
▼
笊
笆
内
容
＝
教
養
講
座

と
施
設
見
学
（
高
齢
者
の
社
会
問
題
や

健
康
・
娯
楽
等
の
側
面
か
ら
学
習
を
行

い
ま
す
）
▼
笊
笆
対
象
＝
す
べ
て
の
講

座
に
参
加
で
き
る
市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
方
▼
笊
笆
定
員
＝
各
三
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
笊
笆
参
加

費
＝
施
設
見
学
や
体
験
講
座
等
の
費

用
、
交
通
費
、
入
場
料
等
は
各
自
負
担

▼
笊
笆
申
込
み
＝
九
月
二
十
四
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一

枚
に
つ
き
一
人
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
い
き
い
き
講
座
（
信

達
ま
た
は
西
信
達
）
受
講
希
望
と
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市

樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館

い
き
い
き
講
座
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

ろ
う
そ
く
の
灯
り
の
中
で
、
外
国
の

昔
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
九
日
貅
午
前
十
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

▼
対
象
＝
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素

語
り
）
に
関
心
の
あ
る
大
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
＝
九
月
十
日
貉
以
降
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
で
泉
南
市
絵
本
と
お
は

な
し
の
会
事
務
局
（
薀
礇
７
４
２
６
）

へ
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
い
ろ
ん
な

お
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
九
日
貅
笆
十
月
十
六

日
貅
の
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

笊
樽
井
公
民
館
笆
信
達
公
民
館
▼
内

容
＝
風
船
遊
び
を
し
て
み
よ
う
▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
程
度
（
材
料
費
）
▼
問

合
せ
＝
初
め
て
の
方
や
携
行
品
等
詳
細

に
つ
い
て
は
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３

６
１
／e-m

ail
:
tarui-k@

city.sen
nan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
十
月
十
六
日
貅
午
後
二
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
岸
和
田
市
立
産
業
会

館
二
階
集
会
室
（
Ｊ
Ｒ
東
岸
和
田
駅
下

車
徒
歩
十
五
分
）
▼
テ
ー
マ
＝
失
敗
し

な
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
〜
契
約
・
施
工

の
注
意
点
〜
▼
講
師
＝
西
野
宏

に
し
の
ひ
ろ
し
さ
ん

（
譖
大
阪
府
建
築
士
会
理
事
・
一
級
建

築
士
）
▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
九
月
三
十
日
貂
ま
で
に
、
お
電
話

で
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

子
育
て
経
験
を
活
か
し
、
子
育
て
支

援
の
お
手
伝
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
十
七
日
貊
笆
十
月
二

十
三
日
貅
笳
十
一
月
五
日
貉
笘
十
一
月

中
旬
笙
平
成
十
六
年
一
月
〜
二
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
※
い
ず
れ
も
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内

容
＝
笊
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
・
公

民
館
保
育
を
考
え
る
笆
一
緒
に
な
っ
て

遊
ん
で
み
よ
う
・
遊
び
の
紹
介
笳
「
や

や
こ
し
や
」
の
子
ど
も
を
知
ろ
う
笘
一

時
保
育
を
し
て
み
よ
う
笙
ま
と
め
▼
対

象
＝
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
三
十
日

貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井

公
民
館
「
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講

座
」
係
（
蕭
祟
４
３
８
０
／e-m

ail
:

tarui-k@
city.sennan.osaka.jp

）
▼

そ
の
他
＝
お
子
さ
ま
連
れ
で
の
参
加
を

希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

今
年
も
楽
し
い
内
容
で
、
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
二
十
五
日
貍
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
笆
十
月
二
十
六
日
豸
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
内
容
＝
ク
ラ
ブ
、
講
座
、
市

民
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、
演
技
発
表
、

も
ぎ
店
他
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

に
学
び
ま
せ
ん
か

秋
の
お
は
な
し
会

へ
の
お
誘
い

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

く
ら
し
の
府
民
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

樽
井
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

文化ホールでは、桂三枝さん
による独演会を開催します。
▼と　き＝11月14日貊午後６時
半開場、７時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自
由）
▼内　容＝桂三枝

かつらさんし

さんによる独
演会
▼入場料＝▽一般／前売2,000円
（当日2,500円）▽割引／前売1,500
円（当日2,000円）※割引対象は
高校生以下、60歳以上、障害者
の方及びその介護者
▼チケットの販売＝９月12日貊
から文化ホールで販売（販売時

間は午前10時～午後５時で月曜、
祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗７
７６７）



泉
南
市
で
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

て
い
る
世
帯
へ
、
や
す
ら
ぎ
支
援
専
門
員
を
派

遣
し
、
家
族
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
時
間
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の

在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
で
、
介
護
者
（
家
族
）
の

外
出
に
よ
り
、
一
時
的
に
見
守
り
を
必
要
と
さ

れ
る
方
▼
内
容
＝
対
象
と
な
る
痴
呆
性
高
齢
者

の
介
護
者
（
家
族
）
の
方
が
、
外
出
や
介
護
疲

れ
で
休
息
が
必
要
な
場
合
に
や
す
ら
ぎ
支
援
専

門
員
を
派
遣
し
ま
す
。
但
し
、
直
接
身
体
に
ふ

れ
る
よ
う
な
介
護
は
行
い
ま
せ
ん
が
ト
イ
レ
へ

の
誘
導
等
は
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
▼
費

用
＝
一
時
間
あ
た
り
一
五
〇
円
※
生
活
保
護
法

に
よ
る
被
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二
四
三
）

九
月
二
十
一
日
豸
〜
九
月
三
十
日
貂
ま
で
の

十
日
間
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
、
交
通
事

故
の
防
止
を
目
的
と
し
て

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
運
動
の
重
点
＝
▽
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
、
特

に
薄
暮
時
に
お
け
る
歩
行

者
の
事
故
防
止
▽
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

▽
め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の
追
放
▽
自

転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
さ
き
だ
ち
、
次

の
と
お
り
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
笊
九
月
十
一
日
貅
・
新
家

公
民
館
笆
九
月
十
二
日
貊
・
西
信
達
公
民
館
笳

九
月
十
六
日
貂
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
笘
九
月
十
七

日
貉
・
信
達
公
民
館
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

六
時
半
受
付
開
始
、
講
習
は
午
後
七
時
か
ら
一

時
間
程
度
▼
そ
の
他
＝
笊
笆
笘
で
は
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
▽
環
境

整
備
課
（
内
線
三
四
八
）
▽
泉
南
警
察
署
（
薀

磚
１
２
３
４
）

人
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
適
性
と
能
力
に
応
じ
た

職
業
に
つ
き
、
そ
の
職
業
に
生
き
が
い
を
感
じ
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
た
ら
ど
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
で
し
ょ
う
。

障
害
の
あ
る
人
も
、
障
害
の
な
い
人
も
同
じ

よ
う
に
生
活
し
活
躍
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
共

通
の
願
い
で
す
。
も
し
、
働
く
意
欲
を
持
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
が
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
雇
用
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
働
く
場
所
を
得
て
、

社
会
参
加
が
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
（
薀
磋
０

５
６
５
）

13

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後１時～４時 
笆毎月第２水曜日 
　午後６時～９時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

9月4日、11日、25日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所家庭児童相談室 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後１時～４時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

九
月
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

痴
呆
性
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ

支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す

身
体
障
害
・
知
的
障
害
者
（
児
）
の
方
に
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
は
、
必
ず

期
間
内
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
九
月
一
日
現
在
、
泉
南
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
で
、
笊
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
方
笆
療
育
手
帳
に

よ
る
障
害
程
度
が
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
に
該
当
す

る
方
。
※
但
し
、
施
設
住
所
の
方
で
、
他
市
の

措
置
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
方
は
除
く
▼
申
請

手
続
き
＝
九
月
一
日
豺
〜
九
月
三
十
日
貂
に
高

齢
障
害
福
祉
課
で
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
九
）

十
月
一
日
に
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
約
四
〇
〇
万

世
帯
を
対
象
と
す
る
、
住
宅
・
土
地
に
関
す
る

大
規
模
な
調
査
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
、
こ
れ

か
ら
の
街
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
の
大
切
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、
九
月
下
旬

か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
お
届
け
し
、
後
日
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

泉
南
市
で
は
、
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
、
軽
易
な
日
常
生
活
で
の
援
助
を
行

い
、
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
概
ね
六
十

五
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
の
方
で
、
軽
易
な
日

常
生
活
で
の
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
▼

内
容
＝
外
出
時
の
援
助
、
食
事
及
び
食
材
の
確

保
、
大
き
な
も
の
の
洗
濯
、
家
周
り
・
屋
内
の

整
理
整
頓
等
▼
費
用
＝
一
時
間
あ
た
り
一
六
〇

円
※
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
七
）

泉
南
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、

ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、
丸
洗
い
し
た
後
に
配
送

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
笊
笆
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
笊
六
十
五
歳
以
上
で
在
宅
の
単
身
世
帯
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
笆
要
介
護
認
定
で
要
介

護
度
１
以
上
の
方
▼
丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
と

費
用
＝
敷
き
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
掛
け
ふ
と

ん
（
二
〇
〇
円
）、
毛
布
（
一
〇
〇
円
）
※
羊

毛
・
羽
毛
ふ
と
ん
、
こ
た
つ
ふ
と
ん
は
除
く
▼

申
込
み
＝
九
月
三
十
日
貂
ま
で
に
、
高
齢
障
害

福
祉
課
へ
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
七
・
三
〇
四
）

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管
の
汚
れ

を
無
料
で
点
検
す
る
と
い
う
趣
旨
で
各
住
宅
を

訪
問
す
る
業
者
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
業
者
と
泉
南
市
水

道
部
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
薀
祗
６
５
５
１
）

計
量
器
を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て
い

る
事
業
所
等
は
、
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
泉
南
市
で
は
次
の
と

お
り
、
計
量
器
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
検
査
場
所
・
検
査
日
＝
笊
Ｊ
Ａ
大
阪
泉
州
雄

信
達
支
店
・
九
月
十
七
日
貉
笆
人
権
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
九
月
十
七
日
貉
笳
新
家
公
民
館
・

九
月
十
八
日
貅
笘
西
信
達
公
民
館
・
九
月
十
九

日
貊
笙
Ｊ
Ａ
大
阪
泉
州
樽
井
支
店
・
九
月
二
十

二
日
豺
笞
市
役
所
別
館
一
階
・
九
月
二
十
四
日

貉
笵
市
役
所
別
館
一
階
・
九
月
二
十
五
日
貅
▼

検
査
時
間
＝
午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時
半
※
但

し
、
笊
は
午
前
十
時
半
〜
午
後
〇
時
半
笆
午
後

一
時
半
〜
三
時
半
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課

（
内
線
五
八
三
）
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nf ormat i
i

o n
軽
度
生
活
援
助
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
ふ
と
ん
洗
濯
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

宅
内
給
水
管
の
清
掃
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

計
量
器
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



こ
ろ
＝
大
阪
府
庁
新
別
館
北
館
四
階
職
員
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄
・
谷
町
四
丁
目
駅
下

車
）
▼
申
込
み
＝
九
月
十
六
日
貂
（
必
着
）
ま

で
に
公
述
希
望
者
は
公
述
申
出
書
（
様
式
指
定

で
市
役
所
都
市
計
画
課
で
配
布
）、
傍
聴
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
四
〇
・
八
五
七

〇
（
住
所
不
要
）
大
阪
府
総
合
企
画
課
（e-m

ail

:
sogokeikaku@

sbox.pref.osaka.jp

）
へ
▼

そ
の
他
＝
▽
公
聴
会
は
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
▽
本
方
針
の
案
は
市
役
所
都
市
計
画
課
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
総
合
計
画

課
（
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
南
大
阪
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
笊
〜
笳
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
中
高

年
齢
者
の
就
職
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容
＝
笊
効
果
的
な
自
己
ア
ピ
ー
ル
等

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
笆
再
就
職
促
進
セ
ミ
ナ
ー

笳
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
求
人
情
報
検
索

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
南
大
阪

セ
ン
タ
ー
（
堺
市
長
曾
根
町
一
三
〇
の
二
三
・

堺
商
工
会
議
所
会
館
五
階
）
▼
問
合
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
薀
０
７
２
・
２
５
８
・
６
５
３
３
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情

を
持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ

ン
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）
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中
高
年
齢
者
の
就
職
活
動

を
支
援
し
ま
す

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す

　 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 琅 瑯 琥 珸
琲 筌 筅 筵 瑟 瑙 瑁
瑜 筱 筬 瑣 瑪 瑶 瑾
璋 箜 箚 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

9月1日～10月9日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

　 縡 笆 珎 玻 珀 珥
珮 繆 笶 琅 瑯 琥 珸
琲 琺 筅 筵 筥 瑙 瑁
瑜 繚 瑰 筮 箝 瑶 瑾
璋 緕 箚 珈 玳 珎 玻
珀 縋 笵 珞 璢  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

9月1日～10月9日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

　 縡 笆 珎 玻 珀 珥
珮 繆 笶 琅 瑯 琥 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 瑙 瑁
瑜 繚 筬 筮 瑪 瑶 瑾
璋 緕 箚 珈 玳 珎 玻
珀 縋 笵 珞 璢  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
（早く閉館する場合があります） 

9月1日～10月9日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

老齢基礎年金は、受給資格を満
たした方に原則として６５歳から
支給されますが、希望すれば６０
歳から６４歳の間でも繰上げて支
給を受けることができます。但し、
繰上げ請求したときの年金額は下
表の減額率により減額された額と
なります。※付加年金も同様に減
額されます。
繰上げ請求は、一度手続きをす

ると取り消すことができませんの
で、次の笊～笨を十分にご理解い
ただいた上で、請求を行ってくだ
さい。
笊一度手続きをすると請求や裁定
の取消はできません笆６５歳に達
しても年金額は引き上げられるこ
とはなく、減額率は生涯変わりま
せん笳請求後、障害の状態に該当
するようになっても、障害基礎年
金を請求することができません笘

６５歳になるまで、遺族厚生年金
と繰上げの老齢基礎年金の両方を
受けることはできません笙寡婦年
金の請求はできません。また、す
でに寡婦年金を受けている方につ
いても、寡婦年金の権利が失われ
ます笞昭和１６年４月１日以前に
生まれた方が厚生年金保険などの
被保険者になっている間（６５歳
になるまで）、老齢基礎年金を受け
ることができません笵昭和１６年
４月２日以後に生まれた方は、特
別支給の老齢厚生年金と繰上げの
老齢基礎年金の両方の年金を受け
ることができます笨国民年金に任
意加入できません。また、６６歳
以降、繰下げて請求すれば、年齢
に応じて増額した年金を受け取る
ことができます。
▼問合せ＝国保年金課（内線２５
５）

請求時の年齢 減額率 （旧）減額率 請求月から65歳になる月の前月までの月数 

60歳0か月～60歳11か月 

61歳0か月～61歳11か月 

62歳0か月～62歳11か月 

63歳0か月～63歳11か月 

64歳0か月～64歳11か月 

60か月～49か月 

48か月～37か月 

36か月～25か月 

24か月～13か月 

12か月～1か月 

30.0％～24.5％ 

24.0％～18.5％ 

18.0％～12.5％ 

12.0％～6.5％ 

6.0％～0.5％ 

42％ 

35％ 

28％ 

20％ 

11％ 

▼老齢基礎年金の繰上げ減額率＝繰上げ支給の老齢基礎年金の減額率は、
６５歳前の請求時の年齢が１か月増すごとに０.５％ずつ低くなるしくみに
なり、次の式で計算した率となります。なお、昭和１６年４月１日以前に
生まれた方は、年単位の（旧）減額率となります。
▼減額率＝０.５％×繰上げ請求月から６５歳になる月の前月までの月数

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

九
月
十
一
日
は
、
警
察
相
談
の
日
で
す
。
警

察
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
起
き
て
い

る
事
件
や
事
故
、
生
活
の
安
全
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

笊
警
察
相
談
室
▼
実
施
場
所
＝
大
阪
府
警
察
本

部
一
階
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目
一
番

一
六
号
・
▽
薀
０
６
・
６
９
４
３
・
１
２
３
４

（
代
表
）
▽
＃
９
１
１
０
（
直
通
））
笆
警
察
相

談
所
▼
実
施
場
所
＝
泉
南
警
察
署
広
聴
相
談
係

（
阪
南
市
尾
崎
町
七
〇
番
地
・
薀
磚
１
２
３
４
・

内
線
二
二
四
）
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀

磚
１
２
３
４
）

家
族
や
知
人
な
ど
で
、
行
方
不
明
に
な
っ
て

い
る
人
を
捜
し
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
、
一
度
相
談

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
＝
九
月
二
十
日
貍
〜
九
月
二
十
六

日
貊
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
開
設
場
所
＝

大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一
丁
目
一
一
番
一

八
号
・
四
天
王
寺
境
内
亀
の
池
南
側
「
が
ら
ん

回
廊
北
側
」
▼
そ
の
他
＝
大
阪
府
警
察
本
部
鑑

識
課
（
薀
０
６
・
６
９
４
３
・
１
２
３
４
）
で

は
、
常
設
の
行
方
不
明
相
談
所
（
土
、
日
、
祝

日
は
除
く
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝

泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

泉
南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
及
び
市
内
各
地
区
の

祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交
通
規
制
等
に

よ
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
次
の
と
お
り
一
部
変
更
・

休
止
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

笊
一
部
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月
五
日

豸
▼
運
行
休
止
便
＝
▽
山
回
り
（
第
三
便
、
第

四
便
）
▽
南
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
、
第
四

便
）
▽
北
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
）
▽
中
回

り
（
第
二
便
、
第
三
便
）
笆
終
日
運
行
休
止
▼

運
行
休
止
日
＝
十
月
十
一
日
貍
、
十
月
十
二
日

豸
▼
運
行
休
止
便
＝
す
べ
て
の
運
行
を
休
止
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
▽
南
海
ウ
イ
ン
グ
バ
ス
南
部

譁
（
薀
磅
０
６
０
１
）
▽
環
境
整
備
課
（
内
線

三
四
八
）

十
月
か
ら
新
し
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
試
行
巡

回
を
始
め
ま
す
。

▼
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
名
＝
ル
ナ
り
ん
く
う
▼
巡
回

日
＝
第
一
、
三
木
曜
日
の
午
後
二
時
〜
二
時
半

▼
巡
回
場
所
＝
ル
ナ
り
ん
く
う
海
の
み
え
る
公

園
。
ま
た
、
十
月
か
ら
次
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

巡
回
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

笊
浜
老
人
集
会
場
▼
巡
回
日
＝
第
二
、
四
金
曜

日
の
午
後
二
時
〜
二
時
四
十
五
分
笆
西
信
達
公

民
館
▼
巡
回
日
＝
第
二
、
四
金
曜
日
の
午
後
三

時
〜
四
時
。
な
お
、
金
熊
寺
の
巡
回
は
、
し
ば

ら
く
の
間
休
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
や
雑
誌
、
Ａ

Ｖ
（
視
聴
覚
）
資
料
の
検
索
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sennan.osaka.jp/

）
の
施
設
情
報
「
図
書
館
」

か
ら
「
蔵
書
検
索
」
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。
検

索
用
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
、
以
降

は
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
お
進
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

大
阪
府
で
は
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
）」
の
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
次

の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
六
日
貊
午
前
十
時
〜
▼
と
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※ふるって、ご利用ください。 

9月1日～10月9日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号９月／10月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
金　熊　寺 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
ルナりんくう 

関空山の手台 
砂川集会所前 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

青少年センター 

巡回日 
９月 10月 

ステーション名 時間 
巡回日 

９月 10月 
水 
水 
木 
木 
木 
金 
金 

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：30

水 
水 
木 
木 
金 

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

金 3：15～ 4：00

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：30

22日 

23日 
23日 
24日 

8日 
22日 8日 

9日 
9日 
10日 

24日 

25日 
25日 
26日 

10日 
24日 10日 

11日 
11日 
12日 

24日 10日 26日 12日 

1日 15日 
1日 15日 

2日 16日 
2日 16日 
3日 17日 
3日 17日 

3日 17日 
3日 17日 
4日 18日 

4日 18日 
5日 
5日 
19日 
19日 

　 笊 玳 珎 玻 膤 珥
珮 笨 璢 琅 瑯 膾 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 臍 瑁
瑜 筱 筬 瑣 瑪 臠 瑾
璋 箜 箚 珈 玳 膠 玻
珀 笞 珮 珞 璢  

警
察
相
談
の
日
を

ご
存
じ
で
す
か

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

さ
わ
や
か
バ
ス
運
行
休
止

の
お
知
ら
せ

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

行
方
不
明
者
を
捜
す
特
別
　

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
館

の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す

都
市
計
画
に
つ
い
て
の

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す



▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
運
転
免
許
及
び

車
を
所
有
し
、
一
歳
未
満
の
乳
児
を
乗
車
さ
せ

て
運
転
す
る
必
要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期
間
＝
三

か
月
間
▼
費
用
＝
無
料
※
但
し
、
洗
浄
代
等
が

必
要
な
場
合
あ
り
▼
申
込
み
＝
環
境
整
備
課
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必
要
な

も
の
＝
印
鑑
、
運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
車

の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検
査
証
に
よ
り
確
認
が

必
要
）
▼
そ
の
他
＝
貸
し
出
し
の
可
否
は
先
着

順
で
内
容
を
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
※
貸
出
数

に
限
り
あ
り
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線

三
四
八
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外

の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、

利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑

登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明

書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎

月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時

ま
で
▼
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五

八
）
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西信達小学校は泉南市の北西部に位置し、岡田浦漁港を
もつ漁業の町にあります。学校へも潮風が吹いてくるなど、
子どもたちも元気いっぱいです。
盧学習指導
水曜日の５時限目に算数の基礎・基本をすべての児童に

身につけさせようと学年を３分割し、全教員が関わりなが
ら計算問題等を繰り返し、繰り返し学習しています。
また、地域のボランティアによる「読み聞かせ」や担任

教諭による視写や暗誦。さらには、教員をめざしている学
生たちと一緒に学習したり、遊んだりする「まなびングサ
ポーター」制などを積極的に取り入れる等、児童たちの学
校生活にいい刺激と活力を取り入れるように取り組んでい
ます。
盪夕涼み会
昨年度から始まった夕涼み会。各学年の趣向を凝らした

出しものと今年はマジックショーで構成されています。Ｐ
ＴＡ委員会で出しものを決め、準備やリハーサルを経て、
当日を迎えます。
蘯地引き網体験
岡田浦漁協の皆さんのご協力で地引き網漁を体験させて

もらっています。タコやシャコ、スズキにクロダイ。いろ
いろな海の生き物と直接触れ合い、故郷・泉南の海の大切

さを肌で感じています。また、漁協の方々による心温まる
おもてなしも、子どもたちはとても楽しみにしています。
このように、西信達小学校は地域の方々に支えられ、保

育所・幼稚園・小学校・中学校が連携し、地域と密着した
学校を目指し、子どもたちに「生きる力」を育んでもらえ
るように取り組んでいます。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

関空２期空港島現場見学ツ
アー
関空２期工事の壮大なス

ケールを体験できる見学ツ

アーがスタートしました。

▼運行日＝毎週火、木、土、

日曜日（第２、４日曜日は

運休します）

▼見学所要時間＝約60分間

▼参加費＝無料

▼問合せ＝午前９時半～午

後５時に、２期工事見学ホ

ール案内室（薀碚４０４０）

関西国際空港～りんくうプ
レミアム・アウトレット間
の無料シャトルバスを運行
▼運行日＝土・日・祝日に

運行（１日８往復）

▼所要時間＝約20分

▼関西空港発＝▽エアロプ

ラザ横・展望ホール行きバ

スのりば（毎時55分発▽始

発は10時55分▽終発は17時

55分）▽▼りんくうプレミ

アム・アウトレット発＝▽

団体バス駐車場内（毎時30

分発▽始発は11時30分▽終

発は18時30分）

▼乗車券（無料）の配布場

所＝盧関西空港（▽エアロ

プラザ・タカシマヤ２階サ

ービスカウンター▽旅客タ

ーミナル前・９番バスのり

ば）盪りんくうプレミア

ム・アウトレット（▽１階

インフォメーション）

▼問合せ＝関西国際空港譁

広報グループ（薀碚2201）

シリーズ：関西国際空港情報NO.40
休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
中
小
企
業
経
営
革
新

支
援
法
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
で
す
！
本
気
で
経
営
革
新
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
十
六
日
貂
笆
九
月
二
十
二
日

豺
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
▼
テ
ー
マ
＝
笊

中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
と
は
笆
経
営
革
新

承
認
手
続
き
に
つ
い
て
▼
講
師
＝
笊
笆
と
も

近
藤
正
雄

こ
ん
ど
う
ま
さ
お

さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
泉
南
市
商
工
会
（
薀

祟
６
３
６
５
）

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
四
〇
〇
㎞
の

道
路
を
都
市
計
画
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

内
約
三
割
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
計
画

決
定
か
ら
長
期
間
に
わ
た
り
事
業
に
着
手
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
路
線
の
内
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
必
要
性
が
低
下
し
た

路
線
に
つ
い
て
廃
止
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年

三
月
策
定
の
「
大
阪
府
都
市
計
画
道
路
見
直
し

の
基
本
的
指
針
」
に
基
づ
き
、
現
在
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
す
み
や

か
に
都
市
計
画
手
続
き
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
建
築
都
市
部
総
合
計
画
課

施
設
計
画
グ
ル
ー
プ
（
薀
０
６
・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
）

九
月
十
五
日
豺
、
九
月
二
十
三
日
貂
の
祝
日

に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
次
の
と
お
り
、

一
部
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

十
月
一
日
の
保
険
税
本
算
定
日
に
合
わ
せ
、

九
月
一
日
豺
か
ら
保
険
税
の
減
免
申
請
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
減
免
の
対
象
は
、
市
民
税
所

得
割
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯
主
及
び
被
保
険
者

全
員
の
平
成
十
四
年
中
所
得
の
合
算
額
が
次
に

該
当
す
る
方
で
す
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日
（
賦
課
期
日
）
現
在

の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員
を
対
象
と
し
て
、

平
成
十
四
年
中
所
得
の
合
算
額
が
、（
被
保
険
者

数
×
35
万
円
）
＋
36
万
円
よ
り
少
な
い
場
合
。

※
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
降
に
新
規
加
入
さ

れ
た
世
帯
は
、
そ
の
資
格
取
得
日
現
在
の
世
帯

主
及
び
被
保
険
者
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
賦
課
期
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た
被
保
険
者
は

除
い
て
計
算
し
ま
す
※
六
十
五
歳
以
上
の
被
保

険
者
に
対
す
る
公
的
年
金
の
年
金
所
得
に
つ
い

て
は
、
そ
の
年
金
所
得
よ
り
15
万
円
控
除
し
た

金
額
を
年
金
所
得
と
し
て
計
算
し
ま
す
※
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
額
は
均
等
割
・
平
等
割
の
二
割
相
当
額

で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
九
月
三
十
日
貂
ま
で

に
、
認
め
印
・
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の
上
、

国
保
年
金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
）

泉
南
市
で
は
新
生
児
を
対
象
に
、
乳
児
用
シ

ー
ト
の
無
料
貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

九
月
一
日
豺
か
ら
貸
出
期
間
を
三
か
月
間
に
延

長
し
ま
す
。
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可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

乳
児
用
シ
ー
ト
の
貸
出

期
間
を
延
長
し
ま
す

大
阪
府
が
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

中
小
企
業
経
営
革
新

支
援
法
説
明
会

泉南市では、文部科学省から

の委託事業として、泉南市生涯

学習まちづくり実行委員会を立

ち上げました。

泉南の歴史に興味のある方や

地元のうまいもん（美味しいも

の）を再発見したい皆さんの参

加をお待ちしております。

▼テーマ＝地域住民の一層の心

の豊かさ。生きがいを

求めつつ、大学の知

的・人的資源を活用し

て地域の特性を活かし

た住民が誇りに思える

まちづくりを推進する。

▼構　成＝右の図のと

おり

▼内　容＝「文化・歴

史学科」、「国内外交流

学科」、「自然学科」の

３学科を設け、その中で泉南風

土記の習得、泉南国際人の育成、

泉南うまいもん学の習得等、も

りだくさんの事業を実施してい

きます。

▼対　象＝本事業に興味のある

泉南市民

▼申込み・問合せ＝地域振興課

（内線５８３）

９
月
15
日
豺 

９
月
16
日
貂 

９
月
16
日
貂 

９
月
17
日
貉 

９
月
23
日
貂 

９
月
24
日
貉 



〜
あ
の
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
で
さ
え
、
描

き
き
れ
な
か
っ
た
感
動
が
胸
に
響
く
‥
〜

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
イ
タ
リ
ア
、
ト
ス
カ

ー
ナ
地
方
。
両
親
を
交
通
事
故
で
失
っ
た
ペ
ニ

ー
と
ベ
ビ
ー
は
、
伯
父
夫
婦
の
も
と
に
引
き
取

ら
れ
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
田
舎
で
の
新
し
い

生
活
の
中
で
、
幼
い
二
人
は
身
の
回
り
に
広
が

る
世
界
に
驚
き
、
人
生
は
秘
密
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
突
然
の
悲
劇
に
、

ペ
ニ
ー
と
ベ
ビ
ー
の
夏
も
静
か
に
幕
を
閉
じ
よ

う
と
し
て
い
た
‥
。

原
作
は
ロ
レ
ン
ツ
ァ
・
マ
ッ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
の

自
伝
的
小
説
「
天
が
落
ち
て
く
る
（Il

cielo
cade

）」。
子
ど
も
な
ら
で
は
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
涙
を
誘
う
厳
し

い
現
実
と
が
交
錯
し
、
観
客
を
深
い
感
動

へ
と
導
く
小
説
の
世
界
を
甦
ら
せ
た
の
は
、

双
子
の
兄
弟
ア
ン
ド
レ
ア
＆
ア
ン
ト
ニ

オ
・
フ
ラ
ッ
ツ
ィ
監
督
。
イ
タ
リ
ア
の
み

な
ら
ず
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
も
活
躍
中
の
イ
ザ

ベ
ラ
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
と
い
う
魅
力
的
な

キ
ャ
ス
ト
を
得
て
、
完
成
し
た
こ
の
作
品

は
、
世
界
中
の
映
画
祭
で
感
動
の
渦
を
巻

き
起
こ
し
た
。
こ
の
作
品
を
映
画
パ
ブ
リ

シ
ス
ト
・
岸
野
令
子
さ
ん
の
解
説
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
四
日
貍
午
後
一
時
半
〜
三

時
四
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
映
画
「
ふ
た
り
の
ト
ス
カ
ー
ナ
」
上

映
と
ト
ー
ク
▼
ト
ー
ク
＝
岸
野
令
子
さ
ん
（
映

画
パ
ブ
リ
シ
ス
ト
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
定

員
＝
五
〇
六
人
（
全
席
自
由
）
▼
手
話
通
訳
＝

手
話
通
訳
あ
り
（
申
込
み
は
不
要
）
▼
一
時
保

育
＝
対
象
は
一
歳
以
上
の
未
就
学
児
。
定
員
は

一
二
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
で
申
込
み
が

必
要
で
す
▼
お
は
な
し
会
＝
泉
南
市
絵
本
と
お

は
な
し
の
会
に
よ
る
「
小
学
生
低
学
年
向
け
の

お
は
な
し
会
」
も
あ
り
ま
す
。
定
員
は
一
五
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
で
申
込
み
が
必
要
で

す
▼
一
時
保
育
・
お
は
な
し
会
の
申
込
み
＝
九

月
八
日
豺
〜
九
月
二
十
六
日
貊
に
、
お
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課

（
薀
祀
２
８
５
５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e-m

ail
:

jinken@
city.sennan.osaka.jp

）
へ
▼
問
合

せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
２
７
０
）
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▼とき・内容＝笊10月21
日貂／～「古事記」と
「日本書紀」～藤原不比等

ふ じ わ ら ふ ひ と

はなぜ影武者となったか
笆11月４日貂午後２時～
４時／～「大化

た い か

」のクー
デター～大化の改新はな
かった説を追う笳11月18
日貂～聖徳太子と飛鳥文
化～聖徳太子はいなかっ
た説を追う笘11月25日貂
フィールドワーク（現地
見学会）／～長岡京の都
跡を探る～知られざる
桓武
かん む

天皇、784年に新都へ
の足跡～笙12月２日貂／
～継体

けいたい

王朝と筑紫君磐井
つくしのきみいわい

～日本海ルートと渡来人、
磐井の乱とは笞12月16日
貂／～毛野

け ぬ

クニと前方後
方墳～「東国六腹

ろくふく

の朝臣
あそ ん

」
とトヨキイリヒコの子孫

たち※時間は午後２時～
４時※但し、笘は午前８
時～
▼講　師＝伊ヶ崎淑彦

いかざ き よ し ひ こ

さ
ん
▼ところ＝人権ふれあい
センター※笘は現地見学
会
▼参加費＝無料。但し笘
の昼食代は各自負担
▼定　員＝45人（先着順）
▼申込み＝９月８日豺か
ら、お電話で人権ふれい
あセンター（薀祟６４４
７）へ※受付時間は午前
９時～午後５時で土日祝
日は除く
▼その他＝手話通訳を希
望される方は申込み時に
申し出てください
▼問合せ＝人権ふれあい
センター（薀祟６４４７）

シ
ネ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
３

映
画
「
ふ
た
り
の
ト
ス
カ
ー
ナ
」
＆
ト
ー
ク

戦争が大切な人を奪っていった

岸野　令子さん

大阪法務局、大阪府子どもの人権専
門委員会では、いじめ、体罰、虐待等
こどもの人権問題について相談を受け、
憲法で保障された基本的人権を擁護し、
自由人権思想の普及高揚のために活動
しています。
さらに次の内容で子どもの人権専門

委員による夏期特別相談所の開設を行
いますので、キミ自身の悩みごとや疑
問、心配ごとがあれば話を聴かせてく
ださい。
▼特別相談日＝９月８日豺～９月12日
貊※時間は午前９時～午後８時
▼通常相談日＝毎週金曜日午前９時～
午後４時
▼相談専用電話＝子どもの人権１１０
番（薀０６－６９４２－１１８３／薔
０１２０－７９３１４８）
▼その他＝相談は無料で秘密は厳守さ
れます
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

広
報
せ
ん
な
ん
五
月
号
（
四
五
五
号
）
に
お

い
て
「
せ
ん
な
ん
男
女
共
同
参
画
ル
ー
ム
」
の

愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
応
募
作
品

の
中
か
ら
小
川
清
美

お
が
わ
き
よ
み

さ
ん
（
馬
場
在
住
）
の
作

品
『
ス
テ
ッ
プ
』
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
愛
称
『
ス
テ
ッ
プ
』
に
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
よ

う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
川
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
講
座
を
受
講
し
て

も
、
家
に
帰
っ
て
一
人
で
講
座
を
ふ
り
か
え
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ル
ー
ム
が
で
き
た
こ
と

で
、
講
座
終
了
後
に
受
講
生
の
皆
さ
ん
と
『
こ

こ
が
良
か
っ
た
ね
』
と
か
『
こ
こ
を
も
う
少
し

詳
し
く
話
し
て
欲
し
か
っ
た
ね
』
と
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
、
新
た
な
軈
気
づ
き
軋
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
も
泉
南
市
の
男
女
共
同

参
画
施
策
が
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

▼
利
用
で
き
る
日
時
＝
市
役
所
執
務
日
の

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
情
報
コ
ー
ナ
ー
＝
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
図
書
、
雑
誌
、
国
・
府
・
市
町
村
等

が
発
行
す
る
資
料
や
情
報
誌
、
啓
発
冊
子
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
座
等
の
チ
ラ
シ
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
交
流
ス
ペ
ー
ス
＝
図
書
の
閲
覧
、
グ
ル

ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
や
グ
ル
ー
プ
間

交
流
な
ど
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
学
習
ス
ペ
ー
ス
＝
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
関
す
る
学
習
・
交
流
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
は
、

泉
南
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
さ
れ
て
い

る
方
を
主
な
構
成
員
と
す
る
グ
ル
ー
プ
※
但

し
、
グ
ル
ー
プ
の
登
録
が
必
要
で
す

▼
相
談
室
＝
「
女
性
相
談
」
で
は
女
性
の
軈
悩

み
軋
の
相
談
室
と
し
て
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
悩
み

を
お
聞
き
し
、
気
持
ち
や
感
情
の
整
理
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
日
時
は
一
三
ペ
ー
ジ
の
相
談
あ
ん
な

い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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せ
ん
な
ん
男
女
共
同
参
画
ル
ー
ム

愛
称
が
『
ス
テ
ッ
プ
』
に
決
定
！

軆結婚躱ということへの捉え方は様々です。そ
して、結婚する・しないという選択も個人によ
って違います。しかし、「わたしこの人好きやね
ん、結婚したいねん。」‥そんな気持ちが時とし
て大切にされない社会状況があります。
誰かを大切に思い、共に生きようと思ったと

きに、本人には納得できない理不尽な理由（被
差別部落出身・外国人・障害者など）でそれ
（結婚）をダメにされたとしたら、どんなに悔し
いでしょうか。

泉南市人権啓発推進協議会では、結婚差別の
解消に向け、ビデオ上映及び講座を通して何ら
かのヒントや勇気を与えられるものになればと
企画しました。
▼上映ビデオ作品＝「素顔の心で」～えびす食
堂　幸せばなし～（約53分で日本語字幕入り）
▼ストーリー＝大阪の下町を舞台に、離婚した
２組の男女とこれから結婚しようとする若い２
人が織りなす感動の物語。人を信じ、励まし、
自らたくましく生きていこうとする人々の姿を
温かく描いた作品です。
▼とき・ところ＝笊９月10日貉・西信達公民館
笆９月12日貊・樽井公民館笳９月17日貉・男里
老人集会場笘９月18日貅・新家公民館笙９月19
日貊・信達公民館笞９月24日貉・金熊寺老人集
会場笵９月26日貊・鳴滝老人憩の家笨10月１日
貉・砂川老人集会場笶10月３日貊・一丘老人集
会場※上映開始時間はいずれも午後７時半～
▼その他＝10月中旬以降に「結婚ってなんだろ
う？～結婚差別を考える－ＰＡＲＴ２」を開催
します。
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

～結婚差別を考える－～結婚差別を考える－PARTPART１～１～

▲「自身も『ステップ』で活動中です」と小川清美さん（写真中央）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.９）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア　 
　　破傷風　 
　　百日せき）　 

麻しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊９月３日貉 
笆10月１日貉 

笊平成15年４月生 
笆平成15年５月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

９月24日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年２月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

９月10日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年２月生 

９月18日貅 
午後１時～１時半 平成13年８月生 

９月25日貅 
午後１時半～２時 平成13年２月生 

歯みがき教室 ９月25日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年７月生 
平成14年１月生 

９月19日貊 
午後１時半～２時半 
９月３日貉ツベルクリン反応検査 
９月５日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生） 
の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ１歳６か月までに 
済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
９月12日貊・泉南市役所　※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

10月６日豺、15日貉、 
20日豺、27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

10月20日豺 
午後１時～３時 

９月16日貂 
９月30日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊９月５日貊 笆10月３日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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現
在
、
母
子
手
帳
は
市
役
所
市
民

課
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
発

行
し
て
い
ま
す
が
、
十
月
一
日
貉
か

ら
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
み
の
発
行

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

所
窓
口
▼
受
付
時
間
＝
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
十
五
分
▼
費
用
＝
無
料
▼

携
行
品
＝
印
鑑
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
五
日
貊
、
九
月
十
一

日
貅
、
九
月
十
八
日
貅
、
十
月
九
日

貅
、
十
月
十
六
日
貅
、
十
月
三
十
日

貅
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
▽
基
本
健
康
診
査
は
尿

検
査
・
血
液
検
査
・
医
師
診
察
等

（
必
要
な
方
に
は
心
電
図
・
眼
底
検

査
）
▽
肺
が
ん
検
診
は
胸
部
Ｘ
線
撮

影
（
必
要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）
▼

対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
の
方
▼

費
用
＝
無
料
（
但
し
、
喀
痰
検
査
は

四
〇
〇
円
）
▼
申
込
み
＝
事
前
予
約

は
不
要
で
す
。
受
付
時
間
内
に
お
越

し
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
基
本
健
康

診
査
、
肺
が
ん
検
診
い
ず
れ
か
単
独

で
も
受
診
で
き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
五
日
貂
、
十

二
月
五
日
貊
の
午
前
中
（
時
間
予
約

制
）
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
（
妊
娠

中
の
方
は
除
く
）
※
今
年
度
す
で
に

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
を
受

診
さ
れ
た
方
は
除
く
▼
定
員
＝
各
日

六
〇
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
▽
胃

が
ん
検
診
は
八
〇
〇
円
▽
大
腸
が
ん

検
診
は
二
〇
〇
円
※
検
診
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
二

日
豺
以
降
に
、
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
ま
た
は
お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー近

年
増
加
し
て
い
る
高
脂
血
症
や

高
血
圧
は
、
血
管
を
む
し
ば
み
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
血
管
を
い
た
わ
る
方
法
を
身
に

つ
け
、
循
環
器
疾
患
を
予
防
し
ま
せ

ん
か
？

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
笊
十
月
九

日
貅
笆
十
月
十
日
貊
笳
十
月
十
七
日

貊
笘
十
月
二
十
七
日
豺
※
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
間
程

度
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
・
講
師
＝
笊
僕
ら
は
血
管
探
検
隊

〜
血
管
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ
う
！
〜

（
医
師
）
笆
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ま

ず
食
事
か
ら
（
栄
養
士
）
笳
食
事
で

血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
！

（
栄
養
士
）
笘
運
動
で
血
管
の
大
そ

う
じ
・
健
康
運
動
指
導
士
▼
費
用
＝

無
料
▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
携
行
品
＝

筆
記
用
具
笘
は
運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、
万

歩
計
（
あ
る
方
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
か

ぜ
と
違
い
重
症
に
な
り
や
す
く
、
特

に
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。
流
行
す
る
前
に

予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

▼
対
象
＝
笊
満
六
十
五
歳
以
上
の
市

民
の
方
笆
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、
心
臓
、
肝
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）
▼
実
施
期
間
＝
十
月
一
日

貉
〜
十
二
月
十
五
日
豺
ま
で
※
実
施

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
▼
実
施
場
所
＝
市
内
の
実

施
医
療
機
関
（
事
前
に
接
種
を
希
望

さ
れ
る
医
療
機
関
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
）
▼
接
種
費
用
＝
▽
自
己
負
担
は

一
〇
〇
〇
円
（
医
療
機
関
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
）
▽
生
活
保
護
世

帯
は
自
己
負
担
な
し
（
保
護
証
明
書

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
▼
携
行

品
＝
健
康
手
帳
（
保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
）、
健
康
保
険
証
▼
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
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胃
・
大
腸
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す

母
子
手
帳
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
発
行
し
ま
す

血
管
若
が
え
り
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

赤ちゃんと保護者が絵本を通じて一
緒に楽しい時間を過ごすことを応援す
る事業です。赤ちゃんのこころとこと
ばを育み、親子で絵本の楽しさを分か
ちあう体験を通して、育児をサポート
します。
▼内　容＝４か月児健康診査時に、図
書館の司書と地域のブックスタートス
タッフが個別に絵本を読みながら、絵
本やブックリストなどの入ったバック
を手渡します
▼対　象＝平成１５年４月以降に生ま
れた乳幼児とその保護者
▼問合せ＝保健センター／図書館

９月１日豺か
ら、保健センタ
ーの一階ロビー
に絵本コーナー
を新設します。
健診や予防接種時の待ち時間等でご
利用ください。
▼問合せ＝保健センター・図書館
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ビーチサッカー大会（泉南市サザンビーチ）、クラシックコンサート（田尻町）や郷土芸能の集い（泉
佐野市）、様々なイベントでりんくうタウンを彩ってきた「つばさのまちフェスタ２００３」。
そのつばさのまちフェスタのフィナーレを飾る「りんくう花火の祭典」が泉南市（サザンビーチ）か

ら田尻町・泉佐野市（マーブルビーチ）にかけてのウォーターフロントで行われ、夜空を焦がさんばか
りの豪快で華麗な大輪の軆華躱が見物に訪れた約１２万人を魅了しました。 （７月２７日）

シーサイドを舞台に夜空の芸術
りんくう花火の祭典

泉南市遊技業組合から泉南市消防本部に対し、普
通乗用車（スバル　インプレッサ　1500cc ワゴン
タイプ）が寄贈され、その贈呈式が消防本部で両関
係者が出席して行われました。
贈呈式では、同遊技業組合を代表して田村寛

たむらひろし

さん
から向井市長に対し目録が贈られ、向井市長からも
感謝の意を込めて、同組合に対し感謝状が贈られま
した。泉南市消防本部では今後、寄贈いただいた自
動車を査察車として配置し、市内の各施設における
消防検査等、様々な分野で大いに活用しようと考え
ています。 （７月２９日）

泉南市遊技業組合より
消防査察車を寄贈いただきました

10

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報番組「わくわくりんくう」
を映像と文字番組で放送してい
ます。但し、視聴するにはケー
ブルテレビへの加入が必要です。
また、視聴できない地域があり
ますのでご了承ください。
▼１回目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

９月９日貂 
　　～ 
９月22日豺 

９月23日貂 
　　～ 
10月６日豺 

古代史博物館レディの皆さん 
による手づくりの紙しばいで 
す。泉州に伝わる昔話を中心 
にお届けします。 

８月26日貂 
　　～ 
９月８日豺 

市立青少年の森で開催された 
青少年の森で昆虫しらべの様 
子を紹介します。泉南にはど 
んな昆虫がいるのでしょうか。 

泉南の特産品・水ナス栽培の 
様子と水ナスを使った水カレ 
ーや水ナスのサラダ等の調理 
方法を紹介します。 

命命
をを
つつ
なな
ぐぐ
・・
ああ
なな
たた
のの
応応
急急
手手
当当
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「泉南市の自然を体感し、青少年の森周辺にどんな
昆虫がいるか調べよう」をテーマに軆青少年の森・
昆虫しらべ躱が開催され、約４０人の親子連れが参
加。親子で楽しい夏休みの１日を過ごしました。
調査には宮武頼夫

みやたけよりお

さん（大阪市立自然史博物館元
館長）ら６人の専門家が同行し、見つかった昆虫の
名前や特徴等を解説してもらいながら青少年の森周
辺の林道コースを約２時間かけて昆虫採集しました。
起伏の激しい林道コースに苦しみながらも、昼間の
採集が難しいとされるカブトムシが見つかると子ど
もたちからも大歓声があがりました。
他にも最近では見ることがとても少なくなったタ

マムシが採集されるなど、バッタやセミ類などを中
心に約６０種類もの昆虫が確認されました。

（８月１０日）

親子で自然を体感しよう！
青少年の森・昆虫しらべ

泉南市では毎年８月を「非核平和月間」とし、平
和について考えるイベントとして「非核平和の集い」
を開催しています。
今年は「被爆のマリアに捧げる賛歌」等、全国各

地で平和への願いを込めた歌声で活動をされている
コロン三木えりかさんによるソロコンサートと国境
なき医師団として、医療援助を中心に紛争、飢餓、
感染症の流行地域等、世界を舞台に活動されている
臼井律郎
うすいりつろう

さん（医師）による講演会として開催され
ました。参加した方々には「平和のために私たち一
人ひとりに何ができるのか。」について考えるよい機
会になったのではないでしょうか。

（８月２日）

２１世紀を平和と人権の世紀に
私たち一人ひとりにできること‥

チ
ェ
ッ
ク

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
し
、
そ

の
内
容
も
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
疾
病

構
造
の
変
化
等
を
背
景
に
、
呼
吸
・
循

環
器
系
の
不
全
が
増
加
す
る
な
ど
、
複

雑
で
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

心
筋
梗
塞
等
で
は
、
呼
吸
・
心
停
止

が
起
こ
っ
て
か
ら
、
如
何
に
早
く
心
肺

蘇
生
法
が
行
え
る
か
ど
う
か
が
、
人
命

を
救
え
る
か
ど
う
か
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
家
族
や
同
僚
が
倒
れ

た
時
、「
早
い
通
報
」「
早
い
応
急
手
当
」

は
「
あ
な
た
」
に
行
っ
て
い
た
だ
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
倒
れ
た
人
の
意
識
が

な
く
、
危
篤
状
態
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
ん
で
、
救
命
手
当
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。
救
急
救
命
士
は
必
要

に
応
じ
て
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

を
含
む
救
命
処
置
を
施
し
な
が
ら
、
高

度
医
療
機
関
へ
搬
送
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
連
携
が
、
心
臓
が
停
止
し
た
人
を

も
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
十
五

年
六
月
三
十
日
ま
で
に
一
一
六
〇
件
の

救
急
出
場
が
あ
り
、
そ
の
内
心
臓
呼
吸

停
止
患
者
が
二
十
一
件
あ
り
ま
し
た
。

重
度
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
に
は
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当

が
極
め
て
効
果
的
で
重
要
で
す
。
し
か

し
、
突
然
の
急
病
人
や
け
が
人
を
目
の

前
に
し
て
、「
応
急
手
当
」
を
実
施
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

勇
気
を
出
し
て
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
に
家
庭
や
職
場
で
応
急
手
当
が

で
き
る
よ
う
、
泉
南
市
消
防
本
部
で
は

事
業
者
や
学
校
、
地
域
（
区
、
自
治
会

等
）
を
対
象
に
救
急
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
九
二
三
人
の
方
々
に
普

通
救
命
講
習
を
修
了
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
よ
り
一

層
救
命
講
習
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組

み
、
救
命
講
習
会
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
救
急
講

習
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
泉
南
市
消
防

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１

９
）
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みなさんは「大阪みどりの百選」

をご存知でしょうか？「大阪みどり

の百選」とは平成元年、郷土の優れ

たみどりの景観を再発見し、みどり

に対する関心と大阪への愛着心を深

めてもらうという目的で、大阪みど

りの百選選定委員会によって府

民投票が実施され、その結

果をもとに選定されたも

のです。

泉南市には、この

「大阪みどりの百

選」に選ばれた

『みどり』が４か

所あります。今ま

でこの歴史紀行で

何度かご紹介した

男神社の社叢（し

ゃそう）と金熊寺の

梅林と信達神社、岡中の樟（クス）、

そしてもうひとつが今回ご紹介する

「堀河ダム」のみどりです。

堀河ダムは市の東部、東信達地区

の山中にある、周囲４ｋｍ、総貯水

量約２５０万㌧のダムです。農業用

水を確保し生産力の向上を図るため、

１０年の歳月をかけて昭和４６年に

完成しました。

ダムの周囲にはたくさんの桜が植

えられており、春の訪れとともに美

しい花を咲かせます。周辺の山々に

ひろがる新緑と桜の淡いピンクのコ

ントラストが美しく、毎年大勢の

人々が花見に訪れます。

また桜のシーズンが終わると、山

藤の薄紫色のかわいい花を見物に来

られる人も多いそうです。

堀河
ほりご

ダムのみどり

～泉南のみどり・９～
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